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要旨：新型コロナウィルス感染症拡大により、短期海外研修がオンライン上で提供さ
れるケースが急増している。本稿では、二つの既成のオンライン短期海外研修（10日
間）に参加した学生が、その学びや経験をどのように認識したかを明らかにすべく、
研修前後に実施したアンケート調査の量的データと修了報告書の質的データとを照ら
し合わせて分析した。分析結果から、テーラーメイドではない既成のオンライン短期
海外研修であっても、大学の教育目標に沿った教育的効果が期待でき、その効果は適
切な教育的介入によって高まる可能性が示唆された。
キーワード：既成のオンライン短期海外研修、研修前後の自己評価、教育的介入

１．背景と目的
　2013年度教育再生実行会議による日本人留学生倍増の提言を踏まえ、補助金の対象
が個人から大学へと移りつつある中で(正楽, 杉野, 武, 2017)、数値目標を達成するた
めに、短期海外研修を正課科目として認定する大学が増加している。しかしながら、
近年では量的拡大を急ぐあまり、教育理念に沿った短期海外研修プログラムを派遣先
大学と協同で開発する余裕がない大学が増えてきている。筆者が所属する地方国立大
学においても、学生にとって留学よりもハードルが低く参加しやすい短期海外研修へ
の参加者が増加しているが、教育の質の保証が十分なされているとは言い難い状況で
ある。
　こういった中で、新型コロナウィルス感染症が世界各地で拡大し、これまで派遣先
大学が提供していた既製の画一的な短期海外研修プログラムが、Web会議システム
上で提供されるようになってきている。Ikeda(2021)は、派遣を伴わない国際交流学
習(International Collaborative Learning)を、日本の外国人留学生などとの交流によ
り学ぶ ICL at Homeと、遠隔リソースを使用する ICL at Distance とに分類し、海外
派遣を伴う ICL Abroad とは目的が異なる学習として積極的に評価している。Ikeda
は ICL at Distance の例として、異なる国の大学教員が共同で授業を設計して実施す
るCOIL(Collaborative Online International Learning)を挙げているが、本稿が調査対
象とするプログラムのような、既成の短期海外英語研修プログラムの「オンライン
版」であっても独自の目的や効果を持ちうるものなのか。それとも、｢あくまでも渡
航ができない状況下での次善の策｣(株式会社進研アド, n.d.)に過ぎないのだろうか。
　本稿の目的は、海外の大学が現地プログラムの代替として提供する既成のオンライ
ン・プログラムのうち、新潟大学で著者が担当する二つのオンライン短期英語研修を
事例として、参加した学生の視点から教育的効果を明らかにすることにある。これに
より、教育の質保証という観点から、新潟大学で実施する事前研修・事後研修の改善
の重要な手がかりを提供すると同時に、オンライン短期海外研修に関する知見の蓄積
に寄与するものと考える。
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２．先行研究　
２.１.　派遣型の短期海外研修の教育的効果
　従来の派遣型短期海外研修のうち、期間が4週間以下の研修への参加前後では、
外国語運用能力に一定の向上が認められたとする報告(Tajima, 2020; Kimura, 2009; 
木村, 2011; Llanes and Muñoz, 2009)がある一方で、派遣時点の運用能力によっては
変化が認められなかった事例(野中, 2005)もあり、いまだ結論には至っていないが、
外国語に対する学習意欲の向上が確認されている(小林, 2017; 大岩, 2018; 鈴木, 林, 
2014)。
　言語面以外の教育的効果としては、異文化接触による自己変化(鈴木, 2016)や、異
文化に対する耐性と共感(Black and Duhon, 2006)、異文化対応力(古村ほか, 2020)、
自文化の振り返り(渡部, 2009)、グローバル・アウェアネス(Kurt, Olitsky and Geis, 
2013)、社会人基礎力(小林, 2013)などの強化が示唆されている。さらに、工藤
(2009)や小西(2017)、真野(2020)は、グラウンデッド・セオリー・アプローチによる
包括的な成長プロセスの解明を試みている。
２.２.　オンライン短期海外研修の教育的効果
　つぎに、4週間以下のオンライン短期海外研修の教育的効果のうち、外国語運用能
力にもたらす効果については、瀬尾(2021)が報告を行っている。ブルネイの大学が提
供するオンライン研修の前後に実施した英語力測定テストでは、参加者の総合得点お
よびリスニングの得点が有意に上昇し、アンケート調査からも参加者自身がその手応
えを感じている様子がうかがえる。
　オンライン短期海外研修がもたらす言語面以外の教育的効果については、いくつか
の課題も指摘されているものの、一定の効果が示唆されている。上述のブルネイ・
オンライン研修では、ブルネイの文化や社会について現地の講師や学生から直接学
んだり、オンライン上で交流したりできたことから、参加者は実際にブルネイにい
るかのような体験ができていたことがアンケート調査から明らかなったという(瀬尾, 
2021)。加えて、派遣型プログラムよりも経済的・心理的ハードルの低いオンライン
研修であったからこそ、参加を決意した学生も複数いたと述べられている。Chu and 
Torii(2021)では、Intercultural Competency Scale(Chao, 2014)を用いて分析した結
果、フィリピンでの英語研修に一定の教育的効果があったことが報告されている。清
藤, 橋本(2021)では、アメリカ、韓国、台湾の言語・文化研修参加者に対し心理分析
ツールBEVI(The Beliefs, Events, and Value Inventory)による分析を行った結果、
効果が確認された側面(社会文化オープン性、すなわち、文化、経済、教育、環境、
ジェンダー・国際関係、政治の分野におけるさまざまな行動、政策、実践に関して、
進歩的・オープンであること)と確認されなかった側面(他者理解や自己認識)とが
あったとされている。後者の伸び悩みについては、オンライン上では他者との交流か
ら得られる経験が限られるためではないかと推察されているが、これは、Lewis and 
Markey(2020)が、アメリカの大学生を対象にVALUEルーブリック分析を行って得
た知見から、オンライン上で他者との交流を促進する活動の必要性を提唱したことに
通じるものがある。
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　コロナ禍で急速に増加したオンライン短期海外研修については、現在多数の研究者
が検証に取り組んでいるところであるが、本研究は、とりわけ既成のオンライン短期
海外研修に関する調査として、その一端を担うものである。具体的には、地方国立大
学で著者が担当する二つの既成のオンライン短期海外英語研修において、その主な教
育的効果を参加学生はどのように認識したかをリサーチ・クエスチョンとする。
　
３．調査方法
３.１.　調査対象プログラムと調査対象者
　調査対象としたプログラムは、2021年度夏季に、カナダの大学が提供した10日間の
英語研修およびニュージーランドの大学が提供した10日間の英語研修である。カナダ
のプログラムは、8月18日～8月31日の平日に実施され、リアルタイム英語授業15時
間、動画視聴による英語学習10時間であった。その他、他大学や他国の学生と一緒に
活動する各種ワークショップやアクティビティが希望者向けに提供された。ニュー
ジーランドのプログラムは8月30日～9月10日の平日に実施され、リアルタイムの英
語授業30時間、リアルタイムの文化・慣習に関する授業10時間であった。いずれのプ
ログラムでもプレースメント・テストの成績により習熟度別クラスが編成された。
これに新潟大学での事前研修(ディスカッションでの英語表現、異文化コミュニケー
ション)、事後研修(振り返り)、事前・事後のスピーキングテストを加え、所定の成
績を収めた参加者には、正課科目として２単位を付与した。

　本調査の対象者は合計26名で、内訳は表１のとおりである。

表１　調査対象者の構成(カナダ11名、ニュージーランド15名)

属性
学部

人文 教育 法 経済 理 医 歯 工 農 創生 院
カナダ 1 -- -- 1 1 2 1 2 2 -- 1
NZ 2 3 -- -- 2 2 -- 2 4 -- --

属性
学年 性別 海外渡航歴

1 2 3 4 5 M1 女 男 有 無
カナダ 7 1 1 -- 1 1 7 4 10 1
NZ 11 2 2 -- -- -- 11 4 7 8

３.２.　データ収集方法
　研修参加前後に実施された自己評価アンケート、参加後のリフレクション・ペー
パー、研修前に各自で設定した目標とその達成度に関する報告書の三つを分析の対象
とした。自己評価アンケートは、独立行政法人日本学生支援機構の「留学前・留学後
報告書(派遣学生用)」の23の質問項目を踏襲したものである(独立行政法人日本学生
支援機構, n.d.)。これは、新潟大学留学センターが実施している各海外研修プログラ
ムの特徴をあぶり出す目的で、本年度から導入された。各項目の回答形式は、５｢強

オンライン短期海外研修の教育的効果：ケーススタディ

― 23 ―



新潟大学言語文化研究

くそう思う｣、4｢かなりそう思う｣、３｢少しそう思う｣、２｢どちらとも言えない｣、
１｢そう思わない｣の５段階評価となっている。リフレクション・ペーパーには、印象
に残ったことを日本語で自由に書いてもらった。
　なお、研究・調査における個人が識別されない範囲でのデータの利用については、
参加者に説明して承諾を得ている。日本語を母語としない参加者１名の回答について
は、筆者が和訳して引用した。
３.３.　分析の枠組み
　本研究では、混合研究法の収斂デザインを採用した(Creswell and Clark, 2017)。
まず自己評価アンケートの各項目において、研修前と研修後に有意な差が認められる
かを分析し、さらに効果量を求めた(表２)。サンプル数が少なく正規性が仮定でき
ないため、分析にはWilcoxonの符号付順位検定を使用した。つぎに、有意差が認め
られ、かつ効果量が大であった項目をコードとし、質的データと照らし合わせた(表
３)。

4．分析結果と考察
　自己評価アンケート調査の分析結果を表２に示す。23項目のうち、｢男女共同」を
除くすべてに有意差が認められ、研修前よりも研修後の自己評価が高くなったことが
示された。効果量も「男女共同」を除く項目では、大(r≧.50)もしくは中(r≧.30)で
あった。

表２　研修前・研修後の自己評価アンケート調査結果
評価観点 N 研修前 研修後 Z値 r値

1 主体性： 自分からやるべき課題を見つけて率先
して取り組むことができる 26 3.00

(3.00-4.00)
4.00

(3.00-4.00) -3.34 ** .46

2 働きかけ方： 仲間に働きかけ、問題点を一緒に改善
するために行動することができる 26 3.00

(2.75-4.00)
4.00

(3.75-4.00) -3.57 ** .50

3 実行力： 自ら目標を設定し、失敗を恐れず粘り
強く行動することができる 26 3.00

(2.75-4.00)
4.00

(4.00-4.00) -3.72 ** .52

4 課題発見力： 自分なりに現状分析して課題点を具体
的に提示することができる 26 3.00

(2.00-3.25)
4.00

(3.00-5.00) -3.69 ** .51

5 計画力： 課題に向けた解決プロセスを考え、計
画的に実行することができる 26 3.00

(2.75-4.00)
4.00

(3.00–4.00) -3.05 ** .42

6 創造力：
既存の発想にとらわれず、課題に対し
て新しい考えで、意見やアイデアを工
夫して提案できる

26 3.00
(2.00–3.00)

3.00
(2.75–4.00) -3.04 ** .42

7 発信力：
自分の意見をわかりやすく整理した上
で、相手に理解してもらえるよう的確
に伝えることができる

26 3.00
(1.75–3.00)

3.00
(3.00–4.00) -3.62 ** .50

8 傾聴力： 相手の話しやすい環境を作り、適切な
意見を引き出すことができる 26 3.00

(2.00-4.00)
4.00

(3.00–5.00) -3.87 ** .54

9 柔軟性：
自分の意見ややり方に固執せず、相手
の意見や立場を尊重して柔軟に対応で
きる

26 3.00
(2.75-4.00)

4.00
(4.00–4.25) -3.23 ** .45
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10 状況把握力：
チームで仕事をするとき、自分と周囲
の人々や物事との関係性を理解するこ
とができる

26 3.50
(3.00-4.00)

4.00
(4.00-4.25) -2.83 ** .39

11 規律性：
その場のルールや手続きに従って、自
ら行動や発言を適切にすることができ
る

26 4.00
(3.00-4.00)

4.00
(4.00-5.00) -2.98 ** .41

12 ストレス
コントロール力：

ストレス状況に置かれても、自分の成
長機会だとポジティブに捉え、前向き
に対処することができる

26 3.00
(1.00-4.00)

4.00
(3.00-5.00) -3.60 ** .50

13 外国人との
協働力：

自分の文化背景の異なる場所また仲間
とでも、リーダーシップを取ることが
できる

26 2.00
(1.00-3.00)

3.00
(3.00-4.00) -3.96 ** .55

14 チャレンジ力：
リスクがあっても、挑戦してみること
が大切だと考え、実行することができ
る

26 3.00
(2.00-4.00)

4.00
(3.00-5.00) -3.79 ** .53

15
異文化
コミュニ
ケーション力：

不十分な外国語力であっても、何とか
意味を伝えようと積極的に発信するこ
とができる

26 3.00
(2.00–4.00)

4.00
(4.00–5.00) -4.08 ** .57

16 異文化理解力：
自分とは異なる信仰や文化的背景を
持っている人を理解し、受入れること
ができる

26 4.00
(3.00-5.00)

5.00
(4.00-5.00) -3.12 ** .43

17 外国人との
交流：

国内・海外を含めて、外国人との交流
がある 26 3.00

(1.00-4.00)
3.00

(2.75-4.00) -2.16 * .30

18 勉学意欲
（専門）：

専門分野の勉強へのモチベーションが
ある 26 4.00

(3.00-5.00)
4.00

(3.00-5.00) -2.84 ** .39

19 勉学意欲
（語学）：

語学の勉強へのモチベーションがある 26 4.00
(3.00-5.00)

5.00
(4.00-5.00) -3.03 ** .42

20 留学先の知識： 交流先・留学先の社会・習慣・文化に
関する知識がある 26 2.00

(1.00-3.00)
4.00

(3.00-4.00) -3.37 ** .47

21
政治・社会・
国際関係の
知識・関心：

政治・社会問題・国際関係について、
知識・関心がある 26 3.00

(3.00-4.00)
4.00

(3.00-4.25) -3.35 ** .47

22 男女共同： 社会での男女共同参画 ( 男女平等 ) の
重要性を認識している 26 4.00

(3.00-5.00)
4.00

(4.00-5.00) -1.25 .17

23 将来ビジョン： 将来の方向性・進路について、明確な
考えを持っている 26 3.00

(2.00-4.00)
4.00

(3.00-5.00) -2.84 ** .39

注）中央値(四分位範囲)、* p<.05、** p<.01

　つぎに、自己評価アンケートで有意差があり、かつ効果量が大であった項目に的を
絞り、オンライン研修終了後のリフレクション・ペーパーおよび目標達成度に関する
報告書から代表的な記述を関連付けた(表３)。

表３　有意差あり・効果量大の自己評価アンケート項目と質的データとの統合
働きかけ方 ［小グループでのスピーキング練習中に］やるべき内容が終わって沈黙になってしまったとき

に、自分から話題を提供した。その結果、話が広がり、会話に機会を増やすことができた。
(O4)

少人数での話し合いの時に会話を続けることを意識した。話が途切れて沈黙となってしまう場
面もあったが、その時には自分から話し出すことを意識した。(O10)

会話が停滞した際には主題に関連して新しい質問を出して会話をつなげることを意識して以降
の討議に生かすことができました。(O3)
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実行力 私は研修前に、自分から積極的に、かつ自信を持って発言することと使えそうな英文のフレー
ズを沢山取得することを目標にした。研修が始まって間もない頃と今を比較すると、言い間違
えをしないかといった不安を感じることもなく、積極的に自分から発言することが多くなっ
た。またクラスメイトとのディスカッションを通して、I think that .. ,Do you have any ideas 
?,I don’t know…, What do you think about question1? などの議論をする際に使えそうなフレー
ズを多く駆使することが出来た。(O9)

相手の態度や行動を、自分の見方で決めつけず、いったん判断を保留する力［をつけることを
目標とした］。意見が対立しても相手の意見をしっかり聞いて話し合って議論を進めることが
できた。(O13)

目標は(中略)英語で言えることではなく言いたいことを言うということでした。ディスカッ
ションにおいて言いたいことを言う努力が出来たと思います。しかし、やはり英語力が足りず
英語の運用に思考が持っていかれてテーマについて日本語の時のように深く思考できていな
かったと思います。(O8)

目標は、「３日目からブレイクアウトルームで自分から話を切り出す」にしました。この目標
の達成度としては、３日目からというのは達成できませんでしたが、５日目くらいからブレイ
クアウトルームで自分から話し出せるようになりました。本プログラムで少し積極性を身に着
けることができました。今後、大学の授業でも今回の経験を活かしたいです。また、何事にも
目標が大切であると感じました。授業や部活動でも目標を設定し、１回１回の授業や部活動を
大切にして、自分の大きな成長に繋げたいです。(O5)

課題発見力 これまで読む書く聞くに関してはある程度出来ていたし、実際普段の大学での授業や今回のプ
ログラムでのライブ授業の中でも先生や他の学生が話している内容をある程度正確に理解でき
た。しかし話すことに関しては日本語で話したいことを思いつくが、それを日本語から英語に
変換する際に適切な単語や表現方法がパッと浮かばないということが多くとても苦労した。今
後は読む書く聞くのときだけでなく「話す」場面でも使える単語や表現を増やしていきたいと
感じた。また増やした語彙を瞬時に取り出して使えるようにしていきたい。(C8)

文化的に寛容になる必要があると思いました。なぜなら、ある国にとっての普通が、私たちの
普通でないことがあるからです。感情を害する前に恐れずに話し合うことが大切だと思いま
す。(C11)

自分の意見を持つことの大切さを強く感じた。英語を学ぶ授業ではありながらも、様々な分野
の資料を読んだり聞いたりした後に必ず自分ならどうか、自分はどう思うかについて話し合え
る時間が設けられていた。大学受験に向けた授業が主となっていた高校時代から、与えられた
資料文献に対して反論する考えや自分の立場を明確にするということを忘れていたと感じた。
このことはおそらく他の日本人学生も似ていたと思う。(中略)クラスメイトの中で私が刺激を
受けたのは、台湾からの留学生だった。彼は16歳であり私や他の学生よりも学年が低いが、私
よりもはるかに自国ついての理解があるし、自国に対してもそれ以外のことに対しても自分の
意見を持っていると感じた。(中略)私は自身の自国や海外についての情報量の乏しさに危機感
を覚えたし、自分の意見を持てないこともそれを裏付ける情報がないことや情報をただ受け入
れるだけで思考していないことに起因していると考えた。
しかしながら、最初は苦労していた私や他の学生も何度もその様な機会を重ねて積極的に自分
の意見を言い合えるようになっていったと感じた。このことからも、足りないのは能力ではな
く、自分がいつもいる居心地の良いコミュニティから一歩出て客観的に自分を見つめ、現実に
気付くことと実践練習を積むことだと思う。(中略)私は留学以来、新聞を読みはじめました。
(O8)

この研修中は常に英語を使い続けたのだが、これを通して私が強く感じたのは、英語は実際に
使ってこそ上達するということだ。英語の会話を重ねていくうちに、自分が一回会話で使った
ことがある構文や単語はすらすら出てくるのに対し、自分が理解しているつもりだったものは
話すときに出てくることはおろか、聞いても理解に時間を要してしまうことが多々あった。
(O6)

この研修への参加は、｢壁打ち｣状態から脱却するにおいて、非常に大きな役割を果たしたので
はないだろうか。｢壁打ち｣的学習の反対は、双方向的・相互的学習であると私は考えている。
つまり、人とのかかわりあいでしかできない学習であり、また、バックグラウンドの異なる人
と関わるほどその学習の深度は高まると考えている。(中略)本研修では、全くそうした背景の
異なる人々と学習を行うことができた。(中略)会話力という語学における最も重要な要素の1
つを伸ばすだけではなく、分野に関わらない学習能力の向上が遂げられたように思われる。
(O2)
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初日は自己紹介も思うようにできず、自分のことでさえ話せないということがとても悔しかっ
た。初日の反省を踏まえて、２日目からは間違いや失敗を気にせず発言することを意識した。
このことにより、分からないところは積極的に質問できるようになり、グループディスカッ
ションでも自分の意見を共有することができた。間違ったりうまく伝えられなかったりした事
もあったが、そこから改善点が見つかったので、間違いや失敗を気にせず積極的にはなすこと
はとても大切だと実感した。(C7)

発信力 最初は何を話せば良いのか分からず長く話すことが難しく感じていたのですが、General、
Detail、Feeling、Conclusionの4つを意識することを学んでからは、日本語とは異なった会話
の組み立て方ができるようになり、ディスカッションの中で自分の考えを詳しく伝えられるよ
うになりました。(中略)私は将来研究職に就きたいと考えており、英語で自分の考えを適切に
表現する力を向上させることができたのはとても嬉しかったです。(O12)

10分程度のプレゼンテーションをした際には、話すことを文章に起こさず、話す内容だけ決
めてその場で話してみようと決めてやってみた結果、完璧に話せたわけではないですがクラ
スメートや先生に内容を伝える事ができ、褒めていただけて、かなり自信に繋がりました。
(O15)

課題を通して調べていくうちに、日本の文化の知らないところもたくさん知ることができまし
た。例えば、日本では生の魚を食べることはよくあることですが、なぜそうなったのかについ
ては今まで考えたことはあまりありませんでした。日本が海に囲まれて海産物に恵まれている
だけでなく、地形的に運搬に時間がかかりづらいこと、また醤油やわさびで保存性を高まった
ことなどが関係しているそうです。それらを英語で説明しなくてはならず必然的に日本に対す
る理解を深めなければできないので、貴重な経験でした。(C4)

最初は英語を話さなければという方に意識が行ってしまい、段階を踏んで話すことができな
かった。しかし、自分のスピーキングを改善していくことで、最後は接続語を用いて相手に伝
わる表現で話すことができた。(O4)

傾聴力 まずは自分の意見を出したりその場の空気を軽くしようと努力していました。話しかけづらい
と感じていそうだったり伝えたいことを英語にできなくて困っているクラスメイトを助ける機
会も多く、英語の壁を越えてより良いコミュニケーションのために尽くすことができるまでに
余裕が持てるようになったことが成長だと思いました。(C5)

ストレスコントロール力
研修中に「ネガティブ・マインド」という本を読んでいました。失敗した時の対処法を研修で
実践してみたところとても効果的でした。研修中は、失敗の連続でしたが、自分を責めること
なく、安定した気持ちで最後まで継続できたことが、進歩だと思います。(C1)

外国人との協働力　（該当なし）

チャレンジ力 初回の授業では、現地の先生に英語を話すという点で、私の英語が通じるのかといった緊張で
自分から積極的に発言することが出来なかった。しかしこの初回の授業終了後、発言が出来な
かったことに後悔し、明日は今日よりもさらに発言しようと思えた。そしてその後の授業で、
クラスメイトと教科書の正誤問題や質問、１トピックに対する議論などを通して、英語を話す
機会が今までよりも格段に増えたことで、言い間違えないかという漠然とした不安が徐々に
減っていき、今まで以上に自分から話したいと思えるようになった。(O9)

１番の大きな変化は、挑戦を恐れない姿勢が身についた事だと思います。このプログラムを通
じて、間違いをしてしまうことや上手く出来ない事が何度もありましたが、その度に先生やク
ラスメートが指摘してくれたり、助けてくれ、間違える事で学べる事が多くある事や、挑戦し
てみないと、せっかくの成長の機会を逃してしまう事にも気づくことができ、積極的に挑戦す
る事が出来るようになりました。さらに、挑戦した結果やり遂げられた時には自信を得る事も
出来ました。(O15)

[SNSで]情報発信をする際にふと思ったことがある。日本だけでなく海外の人々にも情報発信
できないだろうかという事だ。[本研修で得た]英語を勉強したいというモチベーションと外国
人とメールでやり取りした経験が海外への情報発信に活かせるのではないかと考えている。コ
ロナ禍でオンライン化が進み、コンテンツ販売もオンライン化が主流になる中、自分のコンテ
ンツを日本だけでなく海外へも発信できるようになれば、素晴らしいことだと思う。これから
の情報発信に今回の研修は、必ず活きるはずだ。(C1)

オンライン短期海外研修の教育的効果：ケーススタディ
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異文化コミュニケーション力
今回の英語研修を通して積極的に会話をすることの大切さを学びました。もちろん文法や英単
語を深く理解することでより自身の英語の能力や技術を向上させることはできますが、そのこ
とよりも会話をつなげるということが私にとって今必要なことなのではないかと改めて思いま
した。(中略)正しくなくても発言してみる、そして伝わらなかった場合には持てる限りの知識
を使って伝えるという意識が必要であることがわかりました。(O3)

今までは、テスト対策の英語の勉強しかしておらず、英語を使ったコミュニケーションをとる
機会はほとんどなかった。そのため、この英語研修が始まった初日は、正しい文法、単語で話
すことにばかり意識が向いてしまい､話すことを怖がり、自分の考えを相手に伝えることがで
きなかった。しかし、授業でグループワークを行っていくうちに､他の学生も完璧な英語を話
せているわけではなく、自分の言いたいことを伝えようと努力している姿勢が感じられた。私
はその姿を見て、失敗を恐れない姿勢が大切だと言うことに気がついた。それから私は、英文
法の細かいミスは気にせず、なるべく簡単な単語を使って自分の考えを伝えることができた。
英語を話す上で、失敗を恐れないことの大切さを実感した。(O11)

私はまだ英語を流ちょうに話すことはできませんが、それでも伝えようと努力する姿勢で何と
か伝わるのだということも感じました。(C2)

日本以外の異なる国の人がたくさんいる状況下であったため、日本語は一切使うことのできな
い状況でした。そのため、なんとか自分の意見や思いを伝えようとトライすることができまし
た。伝えることの大変さは感じましたが、全く違う国、文化の中で育っても「英語」を通して
気持ちを伝え合え、笑い合えることの喜びを感じました。(C10)

今回の研修では台湾や中国出身の方と会話する機会もあった。私の英会話の力はまだまだだけ
れど、英語を使うことで他の国の方とも話すことが出来るのだと改めて実感したことでやる気
が湧いてきた。話したことが通じる喜びを感じ、もっと頑張りたいと思った。(O10)

　以下、項目別に考察する。
　働きかけ方：　グループでの会話が停滞した(＝問題点)際に、率先して話題を提供
し(＝仲間への働きかけ)、会話を発展させた(＝改善)というほかには、該当する記述
は見当たらなかった。
　実行力：　参加者全員が何らかの記述を行っていた。これは、事前に「達成可能な
小さな目標」を各自に設定させ、研修後に報告させたためである。海外研修におい
ては、意図的な教育的介入の重要性が明らかになっており(Jackson and Oguro, 2017; 
池田, 2014; カッティング, 合田, 鈴木, 2020; Kobayakawa, 2019)、本オンライン研修に
おいても、事前に目標に対する意識化を図ることで、失敗しても粘り強く達成を目指
して行動することを促進できたようである。
　課題発見力：　異なる文化的背景を持つ教員やクラスメートと共に学習したこと
で、自分の英語力や英語学習に関する課題を発見したという記述が多かった。さら
に、異文化に寛容になることの必要性や自分の意見を持つことの重要性等に気づいた
参加者もいた。
　発信力：　事前にトピックに関して調べたり、話の組み立てを考えたりして、相手
に適切に伝わるよう努力した様子がうかがえる。
　傾聴力：　該当する記述があったのはひとりだけであったが、自己開示等により、
相手が話しやすい雰囲気を作り出すことに注力していた。
　ストレスコントロール力：　失敗したときに書籍から学んだ対処法を実践し、その
効果を実感したという記述があった。ほかには、当初は英語を話すことに恐怖を感じ
ていたという参加者が数名いたが、どのように対処したのかという具体的な記述は見
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られなかった。
　外国人との協働力：　異文化および異文化コミュニケーションについて学べた、文
化的背景の異なるクラスメートと一緒に学べて楽しかった等の記述は見られたもの
の、協働作業でリーダーシップをとったという例はなかった。
　チャレンジ力：　間違いを恐れずに英語で発言することで成長を実感したという記
述が散見された。研修での経験を活かして、SNSを使って海外への情報発信に挑戦し
たいという参加者もいた。
　異文化コミュニケーション力：　本調査における定義(不十分な外国語力であって
も、何とか意味を伝えようと積極的に発信することができる)に沿う記述としては、
英語の語彙や文法の知識の重要性は認めるものの、英語学習者として間違いを恐れず
に話すことで、母語の異なる人々と意思疎通ができた喜びを綴ったものが多かった。
まさに、Cummins(1979)の言うBasic Interpersonal Communication Skills(基礎的対
人伝達スキル)、すなわち他者とコミュニケーションをとるために必要な言語スキル
が、実践を通して養成されたものと思われる。
　以上9項目のうち「傾聴力」および「ストレスコントロール力」に関しては、それ
を具体的に説明する十分な記述が見つからず、「外国人との協働力」では例となる記
述がひとつもなかった。これらについては、今後インタビュー調査を行って明らかに
したい。
　本調査項目の「実行力」で示唆されたように、既成のオンライン研修であっても適
切な教育的介入を行うことで、新潟大学が教育目標のひとつに掲げる「社会の諸問題
に関心を持ち、自律的な学びと豊かなコミュニケーション能力に支えられた他者との
協働による課題解決を通して、地域社会や国際社会に貢献しようとする態度を備えて
いる」人材の育成(新潟大学, n.d.)に貢献できるのではないだろうか。Kelly(1963)が
言うように、ある出来事を目撃したからといって、経験として内在化されるとは限ら
ない。必要なのは気づきを促す仕組みであろう。パソコン上ではあっても日常とは異
なる場に身を置き(これは本国での国際共修科目や外国語母語話者教員が担当する外
国語科目の履修からは得づらい体験であろう)、これまでの知識を再構築しながら、
主体的・能動的な学習に発展させていく――こういった機会を従来の派遣型よりも多
くの学生に提供できるとなれば、既成のオンライン短期海外研修であっても、コロナ
禍における次善の策で終わらずに、独自の目的や効果を持ちうるものと考えられる。

5．本調査の限界
　本調査の限界としては、大西(2020)が指摘するように、参加者の主観に基づく分析
であること、対照群の設定ができなかったことが挙げられる。現在、日本の大学で
は、多少なりとも客観的に海外研修の成果を検証しようと、BEVIの日本語版である
BEVI-j(西谷, 2019)の導入が進められているが、その恩恵にあずかるまでは、研究者
各々が可能な手法で継続的に調査研究を積み上げていくことで、ある程度は教育的効
果の可視化が期待できるのではないだろうか。

オンライン短期海外研修の教育的効果：ケーススタディ
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6．今後の展望
　コロナ禍でICTの活用が急速に進んだことで、留学の再定義が求められている状況
にあって(Odgen, 2021; Cummings, 2021)、より多くの学生の参加が見込まれるオン
ライン短期海外研修は、今後もひとつのオプションとして継続されるものと推測さ
れる(新見, 星野, 太田, 2021)。オンライン型では従来の派遣型とは違い、｢フレンド
リーな現地人との出会い｣(真野, 2020）やホームステイ先でのディナータイム(出口, 
2021)など、実際に海外で日常生活を送ることによってもたらされる気づきの機会を
提供することはできない。しかしながら、本研究でも示唆されたように、適切な教育
的介入によって気づきを促し、特定の能力やスキルを養成することは可能であろう。
とりわけ、テーラーメイドではない既成のオンライン短期海外研修を提供する場合に
は、具体的にどういった能力やスキルを養成したいのかを明確にし、それに必要な教
育的介入を本国のキャンパスで事前や事後に行うと同時に、カリキュラム上の位置づ
けを明確にし、評価・点検のシステム構築に取り組むことが急務である。今後は、効
果的かつ実行可能な介入方法について調査を進めていきたい。
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